
方法 

対象：同意の得られた神経筋疾患患者 

 

臨床評価：Norris bulbar scaleの各項目評価   

               RSST (反復唾液のみテスト) 

            水飲みテスト、など 

 

定量的嚥下評価 

  ・ JMS舌圧計による舌圧測定 

  ・ 嚥下造影による評価 

  ・ 高解像度咽頭食道内圧計（High resolution 

    manometry、HRM）による食道入口部等の圧測定 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の研究は、同意の得られた神経筋疾患患者に対して、こちらに示すようなベッドサイドでも施行可能な臨床評価と、耳鼻科のご協力を得て舌圧測定や嚥下造影、高解像度咽頭食道内圧計などによる定量的評価を組み合わせることで、より鋭敏で病態に即した嚥下障害を検出・評価しうる嚥下障害スコアを作成したいと考えております。
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